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目的
カヌーの種類はさまざまで趣味、レジャーと
して楽しむものや競技 として行われる種類、種
目もたくさんあり、艇の形もその目的に合わせ
てさまざまである2)。その中で静水上を一定の
距離漕ぎ、その時間 を競うのがレー シング競
技1)である。 これはオ リンピック種 目としても
行われている。 レーシングカヌーはタイムを競
う競技であるため、水の抵抗を少なくするため
他のカヌーに比べて細長 く底面は丸太のように
まるい。そのため他のカヌーよ り安定が悪 く、
初心者が乗れるようになるまでには時間がかか
ることが多い。このレーシングカヌーの身体動
作学的研究3)は少ない。本研究は レーシングカ
ヌー(カ ヤック)のパ ドリング(パ ドルで漕ぐ
こと)動 作を身体動作学的に分析することを試
みた。
方法
最初に基準点、距離を把握するため位置基準
器を撮影場所に設置 し、これをビデオカメラで
撮影 した。分析のため被検者 の頭頂点、耳珠
点、胸骨点、肩峰点、肘頭点、僥骨点、パ ドル
先端、ブレー ド(パ ドルの両端にある水をかく
面状の部分)の 付 け根 、パ ドル中央 にラン ド
マークを付けた。被検者はレーシングカヌーに
乗 り数回の練習の後、静水上をレースを想定 し
て全力でパ ドリングした。その時の動きを撮影
方向が直行する2台のビデオカメラで撮影 し、
動作分析器にてその動作を分析 した。なお位置
基準器、ビデオカメラ、動作分析器は(㈱)新
大阪商会製であった。
被験者は男性、年齢20歳、身長176cm、体重
72kgで国体 ・アジアカヌー大会優勝の経験をも
つカヌー歴8年 の熟練選手であった。
結果および考察
分析は被検者の胸骨点を基準として、上肢の
動き、パ ドルの動きに注目した。それぞれにつ
いて前後方向(進行方向)X、上下方向Y、左右
方向Z、の動きを分析 した。また今回は左上肢、
パ ドル左側の動きを結果に表している。
1.上肢の動き
カヤ ックのパ ドリング動作は図1に見 られる
ように最初に前方で水を捕 らえはじめるキャッ
チ、パ ドルで水をかき進行方向とパ ドルがほぼ
垂直になるミ ドル、かき終えて水面か らパ ドル
が出て くるフィニ ッシュというポイ ン トがあ
る。
パ ドル(パ ドル で 漕 ぐこ とをパ ド リン グ と言 う)
/
→
右キャヅチ 右 ミ ドル 右 フ ィニ ッ シュ
図1カ ヤックのパ ドリング
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前後方向の動きを図2に 示 した。左擁骨点
(以下僥骨点と示す)は、左キャッチの時胸骨点
の67cm前方から胸骨点よりわずか後方(左フィ
ニッシュ時)ま で移動させていた。右のパ ドリ
ングの時には後方から前方へと移動させてい
た。左肘頭点(以 下肘頭点と示す)は 左キャッ
チの時胸骨点よ り約50cm前方に位置 し、左
フィニッシュの時胸骨点より約30cm後方に位
置 した。右パ ドリングの時には後方から前方へ
と移動させていた。肘頭点は動作全般を通して
僥骨点より約15～25cm後方に位置していた。
左肩峰点(以 下肩峰点と示す)は 左キャッチの
時胸骨点より約10cm前方から左フィニ ッシュ
の時には胸骨点よ り後方約20cmへ移動させて
いた。嶢骨点、肘頭点に比べ、肩峰点は胸骨点
よ り後方に位置している期間が長かった。これ
は体幹のひね りを大きく使っていることを示す
ものと思われる。日本カヌー連盟1)でも腕だけ
でなく上体の捻転で漕ぐようにすることを示 し
ている。
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上下方向の動きを図3に示 した。僥骨点は左
キャッチと左フィニッシュのほぼ中間で胸骨点
よ り下方34cmの位置を示 し、左フィニ ッシュ
までに胸骨点近くまで上方へ上げていき、右パ
ドリングのキャッチの後では上方へ28cmまで
移動させていた。肘頭点は、擁骨点と同様の時
期にそれぞれ下方 と上方のピークがあり、それ
ぞれ胸骨点よ り下方へ約25cm、上方へ約10cm
であった。肩峰点は1パ ドリング全般を通 して
上下約10cm以内のところを移動 していた。 こ
のことは肩の上下方向の動きが少ないことを表
している。
左右方向の動き(図4)を みると擁骨点は左
キャッチと左フィニッシュの間に左方のピーク
34cmを示 した。また右 フィニ ッシュの時に右
方の ピー ク約10cmを示 した。 肘頭 点 は右
キャッチの時に左方のピーク31cmを示 し、ま
た右フィニッシュの時左方5cmまで移動 した
が、胸骨点よ り右側に行 くことはなかった。肩
峰点は左方約10～20cmの間に一定 していた。
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(cm)
図3胸 骨点と嶢骨点 ・肘頭点 ・肩峰点の距離
Y(上下)方 向
図4胸 骨点と僥骨点 ・肘頭点 ・肩峰点の距離
Z(左右)方 向
(sec)
時間
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2.パ ドルの動き
パ ドル左端、左ブレー ドの付け根部分、パ ド
ル中央の3点の動きを胸骨点との距離を見るこ
とでパ ドルの動きを分析 した。今回使用 したパ
ドル はパ ドル中央よ りブ レー ド付け根 まで
49cm、パ ドル中央よ りパ ドル左端まで109cmで
あった。
前後方向の動きを図5に示 した。パ ドルの左
端は左キャッチの時胸骨点よ り107cm前方に位
置 し59cm後方(左フィニッシュ時)まで移動 し
た。その後右パ ドリングの時 に前方に戻 って
いった。左プレー ド付け根 もパ ドル左端と同様
な形をとっているがその変位はパ ドル左端より
も小さい。パ ドル中央は胸骨点の前方50cm前
後を維持していた。パ ドル中央の前後動を少な
く維持していることを示している。
上下方向の動きは図6に示 した。パ ドル左端
は左キャッチと左フィニッシュの間に下方の
ピーク70cm、右キャッチと右フィニッシュの間
に上方のピーク102cmを示 した。左プレー ド付
け根 もパ ドル左端と同様な軌跡をとっているが
その変位はパ ドル左端よりも小さい。パ ドル中
央は1パ ドリング中終始、胸骨点の高さをほぼ
維持 していた。パ ドル中央の上下動 も少なく維
持 していることを示 している。
左右方向の動きを図7に示 した。パ ドル左端
は左 フィニッシュの時左方の ピーク62cmを示
し、右フィニッシュの時一番胸骨点に近づいた
が胸骨点より右方に行 くことはなかった。左ブ
レー ド付け根、パ ドル中央は左ブレー ド左端 と
軌跡の形は同様であるが、右キャッチの後に胸
骨点より右方へ位置する場面があった。
本研究は レーシングカヌーの熟練者(ア ジア
カヌー大会優勝者)の パ ドリング動作を身体動
作学的に分析 した。その結果示された分析値は
レーシングカヌー(カ ヤック)の 合理的な漕ぎ
方の指標となり得ると考え られる。
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図7胸 骨点とパ ドルの距離
Z(左右)方 向
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要約
本研究はレーシングカヌー(カ ヤック)の パ
ドリング(パ ドルで漕 ぐこと)動作を身体動作
学的に分析することを試みた。
被検者はレーシングカヌーに乗り、静水上を
全力でパ ドリングした。その時の動きを撮影方
向が直行する2台のビデオカメラで撮影し、動
作分析器にてその動作を分析 した。分析は左上
肢、パ ドルの左側を中心に行った。
被験者は男性、年齢20歳、身長176cm、体重
72kgで国体・アジアカヌー大会優勝の経験をも
つカヌー歴8年の熟練選手であった。
その結果以下のことが解った。
1.上肢の動き
(1)前後方向の動きは、僥骨点は左キャッチの
時胸骨点の前方67cmから、左フィニ ッシュ
時に胸骨点のわずか後方まで、前方から後方
へ移動させていた。肘頭点は動作全般を通し
て僥骨点より15～25cm後方に位置していた。
肩峰点は左キャッチの時胸骨点よ り約10cm
前方か ら、左フィニッシュ時胸骨点よ り約
20cm後方に移動させていた。肩峰点が胸骨
点よ り後方に位置 している期間が長いのは体
幹のひね りを大きく使っていることを示すも
のと思われる。
(2)上下方向の動きは、僥骨点は左キャッチと
左フィニ ッシュのほぼ中間で胸骨点より下方
34cmの位置か ら、左フィニ ッシュ時には胸
骨点近 くまで上方へ上げて いった。肘頭点
は、撹骨点と同様の時期にピークがあった。
肩峰点は1パ ドリング全般を通して胸骨点の
上下約10cm以内のところを移動 していた。
このことは肩の上下方向の動きが少ないこと
を表 している。
(3)左右方向の動きは、僥骨点は左キャッチと
左フィニッシュの間に左方の ピーク34cmを
示した。また右フィニッシュの時右方の ピー
ク約10cmを示 した。肘頭点は右方に行くこ
とはなかった。肩峰点は左方約10～20cmの
間に一定 していた。
2.パ ドルの動き
(1)前後方 向の動 きは 、パ ドル の左端 は左
キャッチの時胸骨点より107cm前方に位置し
59cm後方(左 フィニ ッシュ時)ま で移動 し
た。左ブレー ド付け根もパ ドル左端と同様な
形をとっているがその変位はパ ドル左端より
も小 さい。パ ドル中央は胸骨点の前方50cm
前後を維持 していた。
(2)上下方向の動きは、パ ドル左端は左キャッ
チ と左 フィニ ッシュの間 に下 方の ピー ク
70cm、右キャッチと右フィニッシュの間に上
方のピーク102cmを示 した。ブレー ド付け根
もパ ドル左端と同様な軌跡をとっているがそ
の変位はパ ドル左端よ りも小さかった。パ ド
ル中央は1パ ドリング中終始、胸骨点の高さ
をほぼ維持していた。
(3)左右方向の動きは、パ ドル左端は左 フィ
ニ ッシュの時左方のピーク62cmを示し、右
フィニッシュの時一番胸骨点に近づいたが胸
骨点よ り右方に行 くことはなか った。左ブ
レー ド付け根、パ ドル中央は左ブレー ド左端
と軌跡の形は同様であるが、右キャッチの後
に胸骨点よ り右方へ位置する場面があること
が解った。
本研究で示されたアジアカヌー大会優勝者の
身体動作学的な分析値はレーシングカヌー(カ
ヤ ック)の 合理的な漕ぎ方の指標とな り得ると
考えられる。
本研究は愛知大学研究助成を受けて行われた
ものである。
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